
日
本
語
方
言
状
態
の
東
北
と
西
南

L
　
●

ー
「
日
本
語
方
言
の
　
分
派
と
そ

の
　
系
脈
L
I藤

．

同
軍
、
㌻
し
て
統
一
さ
れ
た
日
本
語
を
見
る
の
に
∴
益
は
・
そ
の
史

的
事
精
の
悠
久
複
碓
1
、
－
、
用
土
の
地
相
特
質
ご
に
よ
っ
て
、
そ
う
ご
う

に
多
彩
な
方
言
分
化
を
お
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
を
日
本
語
方
言
状
悪
と

言
う
な
ら
ば
、
日
本
語
の
方
言
状
悪
は
、
そ
う
1
、
】
う
に
複
雑
な
方
言
分

譲
用
軍
、
差
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
察
の
精
密
粗
大
の
各
段
階
に
貯

じ
て
．
こ
ま
か
だ
分
点
聞
係
に
も
、
大
き
な
分
派
蹄
係
に
も
見
ら
れ

る
。
い
わ
ゆ
る
方
言
橿
剤
は
、
そ
こ
に
、
き
の
よ
う
に
か
み
ヾ
あ
ら
れ

ヽ

　

ヽ

る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
す
で
に
分
派
閻
孫
呈
占
っ
た
よ
う
に
、
つ
い
に

は
、
．
分
涙
の
拘
係
ミ
し
て
∵
閲
語
ミ
し
て
の
一
大
圃
係
璧
妃
に
見
あ
つ

め
ら
れ
る
も
の
．
で
あ
る
。
日
本
語
の
方
言
状
悪
は
、
つ
、
い
に
、
日
本
語

方
言
共
時
嬰
是
わ
ち
日
本
語
方
亨
、
】
し
て
二
つ
の
構
造
体
に
見
上

け
ら
れ
る
ロ
こ
の
さ
い
瞳
劃
は
・
順
彗
同
仕
の
塾
花
に
描
大
し
て
把
捉

す
べ
き
動
想
ご
し
て
埋
合
さ
れ
る
。
日
本
語
は
・
竪
柏
ヾ
J
し
て
・
こ
の

よ
う
な
動
態
を
包
翫
す
る
構
造
体
で
あ
る
。
閲
語
は
∵
1
の
よ
う
な
方

、
言
的
構
造
を
も
っ
て
立
ち
。

こ
の
用
語
の
方
言
的
構
造
に
つ
い
て
、
筆
者
の
一
つ
の
観
察
段
椚
か

ら
、
そ
の
分
派
を
眺
め
、
そ
の
系
統
脈
絡
を
l
に
き
ろ
う
ヾ
し
す
る
の
が
、

「
日
本
語
方
言
の
分
流
1
、
㌧
そ
の
系
阪
」
の
意
図
で
あ
る
。

二

日
本
語
が
、
同
語
ヾ
】
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
う
ち
に
、
こ
の
よ
ぅ
に
地

方
的
分
化
を
ヾ
－
け
㌣
“
原
周
は
、
亡
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
．
よ
う
か
。
基
本

的
な
説
明
寸
志
る
の
は
、
柳
田
閲
男
先
生
に
よ
っ
て
早
く
多
く
鷲
証
ざ

れ
る
ミ
こ
ろ
の
あ
っ
た
周
圏
論
で
あ
る
ミ
思
う
。
中
央
語
成
立
の
符
、

ヽ
－

中
央
か
ら
の
言
語
改
新
波
の
影
響
は
、
土
地
の
事
情
そ
の
他
に
左
右
さ

れ
な
が
ら
、
言
語
を
、
地
方
地
域
的
な
渠
呵
散
悪
に
ま
ミ
め
ナ
い
っ

た
。
日
本
語
方
言
分
化
の
大
勢
は
、
こ
の
よ
ぅ
に
見
て
お
お
か
た
支
障

な
く
理
解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
言
語
用
圏
の
事
案
々
考
え
る
陣
、
今
、
輯
土
の
東
北

で
西
南
の
甫
極
地
方
に
、
相
應
す
る
陶
似
的
な
も
の
が
分
派
し
て
い
る

の
も
、
常
然
の
こ
ヾ
ミ
）
じ
て
う
け
1
、
】
ら
れ
る
。

す
で
に
柳
田
先
生
は
、
「
駒
牛
考
」
初
刊
本
（
昭
和
五
年
）
に
お
い



二
T
、
こ
の
こ
ミ
を
明
快
に
詭
壊
さ
れ
た
。
そ
の
「
東
北
ヾ
遠
南
三
の

項
に
よ
れ
ば
・
西
南
は
沖
縄
諸
島
ま
で
も
1
、
」
の
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
訂

良
常
杜
氏
、
橘
空
氏
は
少
の
か
た
が
た
乱
御
研
究
も
多
幸
。

－
．
こ
こ
に
は
∵
い
ぺ
ぉ
う
鳳
国
論
か
ら
は
な
れ
て
・
自
由
に
閥
語
事
象

の
九
布
を
眺
め
、
′
そ
の
よ
ぐ
流
和
し
得
た
み
、
、
ご
芝
草
証
し
て
・
、
け
っ
き

ょ
く
は
「
東
撤
」
ヾ
二
歯
車
十
、
示
－
双
l
互
比
竣
地
域
さ
し
て
注
目
す

べ
き
も
告
し
み
る
こ
ぺ
ー
を
指
摘
し
た
い
ヾ
点
う
。
　
、
－

．
三

ノ

遡
古
の
未
ご
ろ
に
は
中
央
京
都
方
面
／
で
さ
か
ん
で
あ
っ
写
、
㌫
岩
か

る
訝
敬
の
表
現
法
、
．
「
お
…
…
あ
る
」
あ
言
い
か
に
・
で
J
え
ば
「
お

上
け
あ
る
」
．
「
お
上
け
あ
れ
」
（
命
全
の
類
は
、
／
さ
し
て
古
い
時
代

の
語
法
と
も
言
え
な
い
の
に
か
か
わ
ら
や
、
．
そ
う
言
ワ
に
よ
十
、
団
内

全
般
に
お
．
こ
な
わ
れ
に
よ
う
で
あ
る
。
現
在
の
結
末
か
ら
は
、
そ
う
解

繹
さ
れ
を
。

九
州
西
南
部
、
薩
摩
大
隅
の
地
方
で
は
、
今
日
も
・
そ
う
と
う
さ
か

ん
に
、
「
お
…
…
あ
る
」
形
式
の
蟹
敬
の
言
い
か
た
を
し
て
い
る
。

○
ド
ー
ガ
イ
　
オ
ア
ガ
イ
ヤ
ツ

ク
モ
ー
ス
。

ノ

ノ

宇
フ
か
お
上
が
や
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ヾ
し
い
う
の
は
．
そ
の
「
お
・
…
「
あ
る
」
形
式
の
よ
く
わ
か
る
例
で
湧
ろ

ぅ
。
も
っ
ヾ
）
も
、
l
「
お
…
…
あ
る
」
の
「
凍
る
」
正
、
こ
こ
に
そ
の
ま

ま
の
形
は
見
せ
な
い
で
、
「
オ
…
…
ヤ
ッ
」
ヾ
去
っ
て
い
る
。
．
「
あ
る
」

の
の
母
韻
は
、
前
音
節
の
母
韻
心
慮
嘱
し
て
・
捗
り
昔
の
を
は
ら

′

み
、
．
「
ヤ
ル
」
土
ミ
ば
を
生
じ
た
。
右
に
は
そ
れ
が
、
1
連
用
形
で
「
ヤ

ッ
」
ご
な
っ。
・
て
い
る
∵
「
ヤ
ル
」
「
ヤ
ヱ
言
っ
霊
点
で
．
・
姦
古
の

純
稗
の
「
オ
∵
…
ア
ル
」
r
々
そ
の
た
ま
に
示
し
T
い
る
1
、
∴
は
言
ん
な
い

が
、
語
婆
－
L
で
は
∵
ま
さ
し
く
「
お
…
：
㍉
あ
る
」
形
式
で
あ
告
近

古
の
こ
ろ
に
広
∴
一
力
で
は
↓
オ
．
：
∵
：
ヤ
ル
」
の
言
い
か
た
や
、
そ
功

、
ヽ
「
ヤ
」
が
先
の
膏
に
む
つ
れ
込
ん
だ
い
わ
ゆ
る
拗
音
の
言
い
か
た
が
お

′ご
っ
て
．
い
た
。
l
土
井
忠
生
先
生
は
．
・
．
「
近
古
の
国
語
」
へ
国
語
科
挙
講

座
）
七
二
貢
で
、

、
そ
の
「
あ
り
」
「
あ
る
」
は
、
室
町
時
代
に
、
先
行
の
醇
ヾ
轟
合
し

て
翌
日
l
と
な
り
∵
或
は
融
合
し
な
い
で
「
や
る
」
と
翌
日
し
た
や
、
㌢

で
あ
る
。
吉
利
支
丹
木
に
麿
で
も
、
そ
の
翌
日
を
そ
の
事
忌
貰
姦

し
に
高
の
は
少
い
が
、
．
天
草
本
伊
督
促
物
語
に
は
喜
g
u
㌻
e
（
お

隠
し
や
れ
′
）
く
○
芸
y
e
y
冨
H
＝
（
お
漆
へ
や
ら
．
ぬ
）
等
と
書
い
て
ゐ

る
0

′
＼
－

ミ
述
べ
て
お
ら
れ
盈
九
州
の
．
は
、
そ
の
「
ヤ
ル
」
に
等
し
．
い
状
悪
を

ヾ
】
ゞ
め
て
い
る
蔓
言
っ
て
よ
い
。
、

○
イ
可
ン
オ
シ
ャ
ッ
ト
、
ゴ
ザ
イ
モ
ス
♯
カ
。

－／
守
り
な
ぎ
昌
で
妄
い
ま
す
か
。

で
は
、
「
お
馬
あ
る
」
・
の
言
い
か
た
が
み
1
、
．
あ
ら
れ
る
。
こ
れ
の
「
オ
」

の
つ
か
な
い
か
る
卜
言
い
か
た
は
、

○
イ
ケ
ン
　
シ
ャ
ッ
・
ト
　
ナ
。

－
，
ど
う
す
る
ん
で
す
か
。

ー

　

　

　

　

　

　

　

ー

コ

ー

ー
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・

－
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・
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で
あ
る
。



√

○
ド
ー
ガ
ィ
　
マ
グ
　
オ
サ
イ
ヂ
ヤ
ツ
ク
ー
ス
モ
。

°

芋
フ
十
三
‥
い
い
b
つ
L
q
つ
て
く
だ
さ
い
。

は
南
産
枕
崎
町
方
面
の
例
で
あ
る
〃
∴
　
こ
の
よ
う
な
「
オ
サ
千
ヂ
ヤ
ツ

タ
モ
ス
」
あ
る
・
い
は
「
オ
サ
ィ
ヂ
ヤ
ツ
タ
モ
ン
セ
」
G
言
い
か
た
は
、

南
九
州
に
い
・
・
㍗
じ
る
七
い
。
高
い
敬
志
の
、
手
あ
つ
い
表
現
法
で
あ
る
。

こ
の
「
オ
ナ
I
ア
ヤ
ツ
タ
モ
ス
（
ク
モ
ン
セ
）
」
は
・
「
オ
サ
イ
ヂ
ヤ
ツ

て
タ
モ
ス
へ
空
で
ン
セ
）
」
で
あ
ケ
フ
。
二
二
に
二
・
オ
サ
ー
ヂ
ヤ
ツ
て
」

に
つ
い
て
「
†
サ
イ
ヂ
ヤ
ル
」
が
1
、
一
り
あ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
・
原
山

芳
起
誓
う
方
言
」
四
ノ
三
（
昭
和
九
年
三
月
）
の
「
磨
兄
島
方
言
の
敬

・

サ

イ

キ

・

，

語
法
に
就
き
て
」
で
説
か
れ
た
よ
う
に
・
「
牟
差
し
H
ス
∵
亡
で
あ
ろ

ぅ
か
。
大
隅
の
高
山
町
写
ご
で
は
、
　
　
　
　
　
　
　
、

－
▼

○

ォ

サ

ー

ヤ

ン

　

ド

　

カ

ィ

。

　

い

ら

っ

し

ゃ

る

7

ヽ
ヽ

ヾ
－
い
う
よ
う
な
「
オ
サ
イ
ヤ
予
」
を
聞
い
た
。
こ
れ
は
、
「
オ
サ
ィ
ヂ

ー

　

⊥

▼

ヤ
ル
」
ミ
ー
う
い
う
籾
禄
に
あ
る
か
。
「
オ
サ
ィ
ヤ
ン
ド
カ
ィ
。
」
は
、

訪
問
し
て
切
あ
い
さ
つ
こ
ご
は
で
・
々
子
用
で
、
敬
意
は
中
等
響
）
の
・

こ
ヾ
）
で
あ
っ
た
。

○
ダ
イ
モ
　
オ
サ
イ
ヤ
ン
ヂ
ヤ
ツ
タ
ロ
　
ガ
O

だ
わ
も
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
．
γ
？

の
よ
う
に
、
「
オ
サ
イ
ヤ
ン
」
を
特
定
の
あ
い
さ
つ
こ
ヾ
）
ば
に
か
ぎ
ら

な
い
で
皇
昌
て
い
る
。
た
ゞ
こ
れ
も
つ
上
等
の
尊
敬
法
1
、
∴
は
さ
れ
て

い
た
い
。

「
オ
サ
イ
ヂ
．
ヤ
ル
」
ミ
苗
に
よ
く
慣
用
さ
れ
て
い
る
の
は
「
オ
ヂ

ヤ
ル
」
で
あ
る
。

○
コ
ツ
チ
　
オ
ヂ
ヤ
ツ
タ
モ
ン
叫
が
　
こ
ち
ら
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

「
オ
ヂ
ヤ
ル
」
に
は
「
．
お
目
あ
る
」
が
く
ま
ね
る
。
い
っ
た
い
に
は

「
オ
ヂ
ヤ
ル
」
　
「
．
オ
サ
ー
ジ
▼
ヤ
ル
」
の
二
種
の
惜
用
語
法
を
去
っ
て
、

「
お
…
…
あ
る
」
形
式
の
な
ご
り
は
常
軌
嘉
に
勘
定
的
な
も
の
（
丘
っ

て
い
る
さ
も
言
う
＝
1
、
－
が
で
き
よ
う
か
。

○
オ
．
サ
不
可
当
ツ
ー
刃
．
列
判
4
い

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
′
、
だ
さ
い
。
完
客
へ
の
應
答
〕

な
ど
と
い
う
の
で
は
、
「
オ
サ
イ
ヂ
ャ
て
」
に
、
現
代
的
な
「
く
だ

さ
い
」
が
結
合
し
て
い
る
。
こ
‥
っ
い
う
形
式
み
ー
も
、
、
亘
ま
で
に
、
「
オ

・
サ
イ
ヂ
ャ
ル
」
は
惜
m
化
し
固
定
し
て
い
る
ヾ
岩
見
ら
れ
る
。

肥
前
平
戸
島
で
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

○
オ
ァ
ガ
リ
ヤ
ツ
サ
イ
。
　
お
上
が
り
至
と
い
ま
せ
。

ヾ
一
い
う
の
が
、
あ
い
さ
つ
こ
さ
ば
l
、
7
）
て
、
慣
用
化
し
て
い
る
。

○
オ
イ
デ
ア
ツ
サ
リ
。
　
お
い
で
な
さ
い
。

三
三
も
言
う
。
後
背
の
例
で
は
、
「
テ
・
㍉
ぁ
る
」
形
式
が
く
み
や

す
い
。
前
浄
例
で
も
「
オ
…
…
ヤ
之
と
あ
る
。
「
ヤ
．
ッ
サ
イ
」
「
ア

ッ
サ
リ
」
の
構
成
は
し
ば
ら
ノ
、
問
わ
な
い
1
、
－
し
て
も
、
今
こ
こ
に
・

「
お
…
J
‥
あ
る
」
語
法
の
内
在
す
る
．
の
は
一
冒
め
ら
れ
る
！
て
わ
が
こ

の
よ
う
な
特
循
構
造
の
．
特
甥
域
奪
、
克
ち
㍍
た
め
に
、
宮
地
で
は
・

「
空
戸
切
八
は
ア
ッ
サ
イ
ク
ツ
サ
イ
バ
ツ
カ
‡
口
う
で
」
三
㌢
よ
う

に
も
な
っ
て
い
る
。

F
．
九
州
の
「
お
…
：
一
・
あ
る
」
こ
享
ば
の
状
悪
は
・
ま
す
痍
隅
中
心
の
南

九
州
に
い
ち
じ
る
し
く
て
、
他
は
平
戸
そ
の
他
に
点
々
と
且
い
だ
さ
れ



、

る
程
度
で
み
ろ
ぅ
。
．
そ
の
、
一
・
南
九
州
に
色
塔
い
状
悪
か
．
ら
L
l
り
ぞ
い

て
、
中
国
坤
万
を
見
る
の
に
．
、
．
肝
に
ま
っ
て
は
、
偶
然
的
に
、
「
オ
デ
．
1

や
れ
」
こ
ヾ
遠
財
言
討
て
い
る
。
「
や
つ
ぁ
る
」
形
式
が
残
存
す
る

｛
す
れ
ば
、
ヾ
J
か
く
「
オ
ヂ
ヤ
か
し
こ
ヾ
伝
が
・
最
後
や
l
孤
立
的
に

培
っ
て
い
る
の
は
ノ
注
意
し
㌣
よ
い
。
」
発
生
以
郊
こ
れ
の
青
め
た
用
語
1
、
－

し
て
の
特
別
の
地
位
、
そ
の
摘
靴
に
、
よ
る
別
語
と
し
て
の
猫
立
な
亡
の

事
情
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
瀬
戸
内
海
中
の
島
で
は
・
「
オ
ヂ

コ

ヤ
レ
」
．
の
命
令
形
に
つ
い
で
、
「
釆
ヂ
ヤ
」
レ
」
の
言
い
か
た
を
も
流

生
さ
せ
て
い
．
る
の
が
見
い
た
さ
れ
る
。
中
国
内
都
の
催
話
の
文
句
七

は
・
二
ネ
行
ヰ
ヤ
ル
」
な
，
ど
も
ヾ
」
し
め
て
い
る
。
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、
．
総
じ
て
痕
跡
的
な
し
の
に
す
ぎ
な
い
の
は
、
九
州
南
部
そ
の
他
の

状
況
ヾ
あ
封
紆
上
、
艶
味
深
く
眺
め
ら
着
る
。
．
四
国
に
は
1
、
渇
た
て
て
′

言
う
べ
雷
の
が
な
〔
霊
地
方
が
莞
そ
・
音
あ
る
。
－

．
も
っ
と
も
、
近
故
こ
ミ
ば
で
、
′

・
〇
利
封
到
グ
仁
一
ィ
忍
ッ
テ
バ
ー
。

・
大
阪
あ
l
た
り
へ
い
㌃
し
つ
て
ね
。

の
上
言
」
「
行
で
㌻
て
」
と
言
三
種
㌃
語
法
は
・
去
て
で

了
ッ
て
」
で
、
や
は
わ
「
あ
る
」
　
こ
ミ
ば
を
内
部
的
に
持
っ
た
も
の
ミ

見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
中
閲
地
方
で
も
「
行
で
ヂ
ャ
ッ
ど
主
占
い
、
－
壷

車
中
心
に
は
「
行
ッ
チ
ャ
．
ッ
、
た
」
′
1
品
靴
さ
せ
て
い
る
ガ
∵
み
な
近
誼

ゎ
品
様
」
敬
語
気
分
を
流
露
す
る
も
の
で
あ
る
∵
こ
の
蘭
の
内
在

「
あ
る
」
語
法
は
・
「
お
「
：
あ
き
表
現
醇
に
何
は
，
ご
か
の
闊
達
を

持
つ
A
の
1
、
崩
す
尽
き
で
．
あ
・
ろ
う
打

l
近
缶
の
に
据
達
し
て
瀬
．
奥
村
三
雄
氏
に
「
敬
語
表
現
の
．
一
形
式
」

（
近
幾
方
言
1
0
）
八
一
九
五
一
」
四
月
＞
か
あ
そ
一
　
　
′

層
者
は
こ
の
種
の
も
の
を
か
け
に
　
「
て
」
敬
語
法
ヾ
－
呼
ん
で
い
る
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

中
国
の
安
塾
を
且
周
防
地
方
で
、
「
お
早
っ
ご
ざ
い
ま
す
。
」
リ
「
あ
り
．

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

＿

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

　

ヽ

ザ
ヾ
＿
ご
ざ
い
ま
す
こ
の
心
意
を
も
っ
て
、
、
「
お
早
フ
ア
リ
マ
ス
。
」

「
ア
リ
潮
卜
岩
．
マ
㌢
ノ
・
－
。
」
な
号
言
っ
て
心
る
の
受
ケ
の

「
ア
㌢
マ
ど
の
「
あ
る
」
が
、
．
近
古
流
の
「
お
…
…
あ
る
」
形
式
の

’

「
あ
る
」
，
レ
ヾ
】
ば
に
関
連
す
る
も
の
な
の
で
、
こ
う
な
り
持
て
い
る
の

か
ミ
も
思
う
。
関
西
内
部
の
、
「
居
る
」
㌣
「
有
る
」
ヾ
あ
使
用
候
別

な
ー
ご
の
現
象
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

○
柑
発
さ
ん
は
∴
つ
ち
に
ア
ル
ヤ
ロ
菩
小
う
が
な
あ
。

悉
」
の
こ
1
、
－
は
づ
か
．
い
も
「
こ
こ
に
あ
わ
せ
て
考
え
ら
れ
よ
ぅ
か
。
そ

れ
に
し
て
も
、
近
譲
に
「
お
…
：
・
み
る
」
形
式
の
明
ら
か
な
も
の
は
な

い
。
・
中
部
地
方
が
ま
に
そ
つ
で
打
ろ
う
。
圃
東
地
方
灯
屈
す
る
伊
豆
七
島

－　4　－

に
な
る
ヾ
－
、
た
ミ
え
ば
新
島
に
、

○
シ
ン
可
－
サ
マ
ガ
ー
オ
ヂ
ャ
ッ
ク
　
ヨ
「
。
・

先
生
さ
ま
が
い
ち
し
た
よ
。

な
，
ご
1
、
r
あ
る
。
八
丈
島
に
つ
い
て
も
、
先
年
、
安
田
秀
文
氏
の
調
香
例

一

）

t

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

l
 
O
ホ
ン
ト
ー
ヂ
　
オ
ジ
ヤ
リ
「
イ
タ
ス
∵
ノ
ー
　
ワ
。

．

1

　

ノ

、
、
」
い
う
よ
う
な
の
が
あ
る
の
を
拝
見
す
l
る
こ
ヾ
）
か
で
き
た
。
団
立
用
語

研
究
肝
の
「
八
丈
島
の
言
語
調
香
」
　
二
九
五
〇
年
）
．
の
、
「
八
丈
島



の
言
語
C
敬
語
発
刊
」
の
項
に
よ
れ
ば
、

八
丈
島
の
ひ
ヾ
5
1
、
－
も
、
「
八
丈
島
に
は
て
い
ね
い
な
こ
1
、
－
ば
が
た

く
さ
ん
あ
る
」
ミ
い
う
こ
1
、
一
を
自
慢
に
し
て
い
る
。
∴
・
中
略
…
そ
し

て
例
に
あ
け
ら
れ
る
の
が
、
．
き
ま
っ
て
…
－
□
・
・
1
1
〇
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

′

ヾ
－
い
う
語
で
あ
る
。

ヾ
し
あ
り
、
「
け
け
」
の
町
に
、
つ
・
ぎ
の
よ
う
な
八
段
階
か
か
か
け
て
あ

る
。〇

ニ
コ
叫
1
r
ニ
ー
1
〇
‥
蒜
∨
〇
号
］
三
三
三
＝
〇
‥
r
C
∧
e
細
山
コ
蔓
j
p
r
C
V
〇
（
－
コ
H
■
r
e
V

芸
　
ノ
一
三
〓
つ
‥
V
一
く
」
P
‥
冒
t
H
を
〇
．
∵
　
二
㌢

′

薔
地
に
「
オ
ヂ
ヤ
ル
」
こ
ヾ
－
ば
を
瑠
相
す
る
さ
ま
は
、
こ
こ
に
十
分
想

侍
す
る
二
ヾ
一
が
で
き
る
。
「
お
…
…
あ
る
」
形
式
そ
の
も
の
の
生
き
十
“

す
が
に
は
宇
フ
な
の
か
。
「
お
…
…
あ
る
」
形
式
が
最
後
的
な
餞
存
の．
＿

す
が
た
み
」
ヾ
こ
ご
め
る
ミ
な
る
ヾ
－
、
そ
れ
は
、
ど
こ
ヾ
－
も
相
應
じ
て
「
お

ヂ
．
十
．
ル

目
あ
る
」
の
言
い
か
仁
一
ぜ
と
ゞ
め
て
い
る
の
は
注
目
を
ひ
く
。
八
丈
島

の
は
、
南
九
州
の
ヾ
一
く
ら
べ
て
お
も
し
ろ
い
。
前
掲
例
に
、
O
d
］
㌔
冒

t
ヨ
t
≡
‥
r
。
が
あ
る
。
こ
か
は
ノ
、
甫
九
舟
の
「
オ
ヂ
ヤ
ツ
タ
モ
ス
（
タ
モ

′

ン
セ
）
」
に
よ
く
似
て
い
る
。
八
丈
島
の
　
「
オ
ヂ
ヤ
ツ
て
ク
モ
ー
レ
」

か
ら
し
て
、
九
州
の
「
オ
ヂ
ヤ
ツ
タ
モ
ス
　
（
タ
モ
ン
セ
）
」
が
「
オ
ヂ
ヤ

ッ
て
タ
モ
ス
　
（
ク
モ
ン
セ
）
」
　
で
あ
る
こ
三
が
よ
く
理
解
さ
れ
る
。

〔
「
タ
モ
ー
レ
」
に
封
し
て
「
タ
モ
ス
」
　
「
ク
モ
ン
セ
」
ヾ
．
）
あ
る
の
は
、

別
に
悶
軍
、
し
な
く
て
は
な
ち
な
い
。
「
タ
モ
リ
申
せ
」
な
辛
も
考
え

ら
れ
よ
う
。
〕
八
丈
島
の
例
に
、
き
車
㌧
O
d
□
註
j
p
r
‥
、
－
い
う
の
が
あ

る
。
「
オ
ヂ
ヤ
リ
」
ミ
あ
る
上
に
、
さ
ら
に
「
ヤ
レ
」
ヾ
し
あ
ら
。
い
わ

ヽ

　

ヽ

ば
「
お
出
あ
り
あ
わ
」
の
構
成
に
な
っ
て
い
ろ
。
こ
れ
は
無
用
の
重
復

I
．
三
百
え
よ
う
。
し
か
し
．
す
で
に
　
「
オ
ヂ
ヤ
ル
」
が
一
語
の
敬
語
動
詞

ヤ
ル

ヾ
）
な
っ
た
得
は
、
そ
の
柿
動
詞
　
－
　
助
動
詞
ヾ
し
し
て
、
「
あ
る
」
こ
ヾ
J

ば
の
「
ヤ
レ
」
が
、
自
由
に
つ
き
H
る
は
す
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
「
お

…
…
あ
る
」
形
式
か
ら
完
全
に
析
出
さ
れ
た
「
ヤ
ル
」
敬
語
助
動
詞
の

衡
平
、
－
使
n
j
こ
か
み
ミ
め
ら
れ
る
。
右
の
報
告
書
の
・
j
害
e
の
候
を
見

る
三
、各村
に
お
い
て
も
っ
ヾ
」
も
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
。
・
－
n
S
＝
芋
・
t
e

盲
≡
≡
・
つ
．
・
t
〇
　
t
H
－
b
Q
　
よ
り
敬
意
は
う
す
い
が
目
上
に
勤
し
で
も
m

い
ら
れ
る
。

1
、
あ
る
。
こ
の
鵜
語
感
惰
・
使
用
気
分
は
、
昔
、
近
古
末
の
中
央
語
に

「
ヤ
ル
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
膵
の
ミ
似
た
よ
う
七
も
の
で
あ
ろ
う
。
九

州
南
部
地
方
に
へ
1
日
い
ち
じ
る
し
い
筍
立
の
「
ヤ
ル
」
こ
ヾ
）
ば
C
、
そ

切
敬
語
法
ヾ
こ
て
の
品
位
は
∵
）
の
八
丈
島
の
ヾ
一
似
た
よ
う
′
な
も
の
ヾ
－

言
え
よ
ぅ
。
い
す
わ
に
も
せ
よ
、
こ
こ
に
、
「
ヤ
レ
」
の
い
ち
じ
ろ
し

い
用
法
が
み
ヾ
あ
ら
れ
る
。
一
般
的
な
且
か
仁
を
す
れ
ば
・
「
お
：
つ

あ
る
」
形
式
の
お
こ
な
わ
れ
萄
肝
に
は
、
「
サ
ル
」
こ
て
遠
は
お
こ
ろ

は
す
だ
っ
た
ミ
言
え
る
。
　
．

閻
束
一
般
に
は
、
「
お
：
…
あ
る
」
表
現
法
に
屈
す
る
見
ろ
べ
き
も

の
は
な
い
。
東
北
地
方
に
は
い
る
ヾ
∴
ま
す
福
島
踪
内
に
こ
れ
か
見
ら

れ
る
。
相
精
の
大
館
町
な
さ
C
は
ー
三
来
た
」
　
こ
ヾ
」
を
　
「
オ
笥
外

タ
」
三
日
う
．
U
こ
こ
に
は
、
比
較
的
明
ら
か
に
・
「
お
…
…
あ
る
」
．
を

見
て
と
る
二
ミ
が
で
き
る
。
中
村
町
の
例
で
は
、

′

　

　

．

J

－　5　－



○
ナ
ニ
　
シ
テ

l

l

l

l

1

1

J

　

－

・

一

▼

オ
デ
ァ
ー
ル
ー
。

紺

　

／

何
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
？

、

の
で
盾
っ
た
ら
し
い
。
土
井
忠
生
先
生
の
′
「
吉
利
支
舟
の
敬
語
敢
」
に

な
ぎ
蓋
う
。
．
「
オ
ヂ
ア
ー
ル
」
ヾ
あ
っ
て
、
「
オ
ヂ
ヤ
」
ル
」
　
「
オ

≠
ヤ
ル
」
・
ヾ
五
な
っ
て
い
な
い
。
「
お
…
・
あ
る
」
形
式
の
「
お
山
あ

る
」
に
出
に
も
の
が
、
ざ
溝
の
西
部
地
曇
で
は
「
オ
ヂ
ヤ
⊥
ヾ
）
か
つ

．
て
お
り
、
（
伊
豆
も
「
オ
ヂ
ヤ
∵
」
＞
、
一
方
・
東
北
方
面
で
は
、

「
オ
ヂ
ア
・
」
の
形
在
と
イ
㌃
い
る
。
．
．
な
ぜ
東
北
で
は
こ
、
の
形
に
と
ゞ

ま
っ
た
の
か
了
酪
両
地
方
（
－
の
こ
の
4
7
な
差
が
で
き
て
い
る
こ
ご
に

っ
い
て
は
、
彿
い
網
野
で
の
理
田
考
察
が
必
写
る
五
う
。
東
北
で

は
、
畢
日
本
が
わ
に
は
、
宕
…
…
あ
る
」
形
式
に
か
か
わ
る
事
象
は

あ
ま
わ
兄
い
だ
せ
な
く
て
．
表
日
本
が
わ
に
、
廣
く
こ
れ
が
兄
い
だ
さ

れ
る
。
そ
こ
に
は
、
ひ
1
、
、
し
く
、
「
オ
ヂ
ヤ
ル
」
の
「
・
・
≠
ヤ
…
」
に

、

お
ち
な
い
形
∵
「
ヂ
ヤ
二
以
前
の
形
か
い
七
そ
れ
の
推
移
形
が
兄

い
だ
さ
灯
る
の
で
あ
る
。

、
一
表
奥
羽
で
は
、
相
馬
か
ら
北
は
、
磐
城
・
睦
前
を
措
い
て
・
陸
中
・
陸

奥
に
、
「
お
…
・
∴
ぁ
る
」
尊
敬
表
現
法
の
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
い
ち

じ
る
し
い
。
相
馬
の
西
の
愈
津
に
は
、
「
オ
ザ
ル
」
「
オ
ザ
リ
ヤ
ス
．
」

が
あ
る
J
磐
城
陸
前
地
方
に
は
・
、
「
れ
る
・
∴
ら
れ
る
」
敬
語
の
命
令
形

、
－

に
よ
る

′
○
琴
フ
イ
霊
　
○
行
か
・
イ
ゾ
。
ノ
、

な
き
の
、
軽
い
愛
敬
の
勧
奨
表
現
法
が
・
か
な
か
よ
く
分
布
ん
て
い

を
．
こ
恥
地
帯
を
さ
し
措
い
た
か
の
よ
デ
に
、
そ
の
北
に
、
「
お
…
」
・

あ
る
」
形
式
腐
係
の
も
朝
が
、
遍
開
し
分
布
し
て
い
る
。
、
「
わ
る
・
ら

れ
る
」
敬
語
ヾ
）
「
お
…
…
あ
も
」
敬
語
ミ
は
、
元
来
、
似
た
よ
う
な
ふ

ヽ

、

よ
れ
ば
、
l
　
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
、

「
ら
わ
・
る
る
」
。
「
れ
●
る
る
」
。
・

「
あ
炉
」
・
「
あ
る
」
。
「
お
ん
」
又
は

「
お
」
「
、
晶
ハ
に
。

「
あ
h
り
．
・
る
」
。
動
詞
の
語
根
ど
共
に
。

、

の
三
者
に
つ
い
て
、
「
口
語
及
び
文
語
に
使
ひ
敬
意
の
度
合
は
奴
い
。
」

＼

ミ
述
べ
て
い
る
。
（
吉
利
支
丹
語
挙
の
研
毘
二
七
〇
儲
）

さ
て
陸
中
に
な
る
ご
一
、
　
　
　
　
　
　
／

○
セ
ン
セ
オ
デ
ヤ
ッ
タ
。
　
先
生
が
い
ら
つ
し
や
つ
．
た
㌣

ミ
言
い
‥

○
マ
ダ
　
オ
男
呵
テ
　
午
ネ
ロ
㍉
ま
た
来
て
お
く
わ
〇

三
弓
つ
。
「
お
…
…
あ
l
る
」
は
こ
こ
に
「
オ
山
ヤ
ッ
」
ミ
な
っ
て
お

り
、
縮
約
箪
純
化
J
ゎ
l
て
「
オ
出
ッ
テ
」
さ
も
な
っ
て
い
る
。

註
　
印
刷
不
如
意
の
た
め
、
．
地
方
昔
み
音
響
記
号
l
で
表
示
す
る
こ
と
が

な
か
つ
六
。
お
お
よ
そ
を
推
知
し
て
い
た
ゞ
け
れ
ば
串
で
あ
る
。

○
コ
ツ
チ
ャ
　
オ
．
ゾ
ヂ
リ
。
　
こ
っ
ち
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

－　G　一二

．
な
，
ご
の
「
寸
ゾ
デ
リ
」
・
は
、
「
お
出
あ
れ
」

ヽ

↑
．
～
が
轄
託
し
て
で
き
た
も
の
ミ
思
わ
れ
る
。

○
コ
ッ
チ
ヤ
　
丸
ン
列
ン
七
。
、

∵
】
ち
ら
へ
い
ら
つ
工
や
い
た
せ
。

の
「
オ
ゾ
デ
ン
セ
」
は
、
「
お
山
ヤ
ン
セ
」

ミ
い
う
命
令
形
の
言
い
か

が
．
・
「
オ
ブ
田
ン
セ
」
．
と
な

っ
て
い
る
。
．
「
お
山
t
ヤ
ン
セ
」
の
前
身
は
「
お
山
ヤ
リ
マ
セ
」
で
あ
ろ

ぅ
ご
J
こ
に
は
明
ら
か
に
「
お
…
去
る
」
め
形
式
か
ふ
さ
渦
ら
か

、
ヽ
l



る
。○
サ
ー
サ
ー
。
オ
ヘ
レ
ン
セ
。

さ
あ
く
。
お
は
い
ハ
リ
な
さ
い
よ
せ
。

の
「
オ
ヘ
レ
ン
セ
」
は
、
「
お
デ
ン
セ
」
1
、
－
形
を
等
し
く
し
て
い
ろ
。

「
オ
…
・

餌
の
∴
誉
㌍
誉
捏
用
言
紹
票
貴
詔
摘

、

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

　

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

ヽ

イ
ヂ
ャ
ス
」
、
「
オ
ヂ
ヤ
九
」
　
に
封
す
る
　
「
オ
ヂ
ヤ
ン
ス
」
　
「
オ
ヂ
ヤ

ヽ

ス
」
の
場
合
に
等
し
く
、
そ
の
敬
意
表
現
の
度
あ
い
は
、
さ
き
の
ロ
ド

リ
ゲ
ス
の
言
う
「
お
：
：
‥
あ
る
」
や
「
オ
l
る
・
ら
え
l
る
」
の
場
合
を
こ

え
て
二
高
い
程
度
の
も
の
に
だ
え
こ
ヾ
）
は
、
常
然
丁
あ
ろ
う
。

陣
中
に
「
オ
ソ
デ
リ
」
　
「
オ
デ
マ
テ
　
（
タ
亡
は
い
ち
じ
る
し
い
。

そ
の
う
え
に
、
北
の
・
軽
米
将
だ
三
で
は
、

－
Y

O
叫
－
。
コ
ツ
チ
サ
　
ォ
ハ
ェ
リ
ヤ
ツ
テ
　
ク
ナ
サ
リ
マ
セ
。

さ
あ
、
＝
ち
ら
へ
お
は
い
信
リ
に
な
っ
て
ぐ
だ
さ
い
ま
せ
。

↓
－

C
オ
ヤ
ス
ミ
ヤ
ネ
ア
ー
ヂ
　
オ
ブ
ア
リ
マ
ス
　
カ
。

ヽ

∴
〃
休
み
に
だ
ら
な
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
了

の
よ
う
に
も
言
っ
て
い
る
。
　
「
オ
ハ
ミ
リ
ヤ
ツ
テ
」
ト
ニ
ー
、
「
お
は
い

＿

ヽ

　

ヽ

ら
り
あ
っ
て
」
　
が
よ
く
く
ま
わ
る
。

陸
奥
に
は
い
っ
て
も
、
野
連
地
町
例
に
、

○
ホ
ン
ト
ニ
オ
デ
ノ
ー
。
　
ほ
ん
ヾ
た
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

が
あ
り
、
十
和
田
相
で
も
、

○
ヤ
オ
ン
ヂ
　
嘉
男
－
。
休
ん
で
お
い
で
よ
。

○
ヤ
ス
ン
可
．
オ
ダ
リ
。
休
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
l

な
き
ミ
言
っ
て
い
る
。
「
オ
デ
リ
」
は
「
オ
デ
ー
」
　
よ
り
も
尊
敬
待
遇

の
念
か
敦
い
。

「
お
…
…
あ
る
」
形
式
、
、
一
し
て
、
「
オ
…
‥
・
ヤ
ル
」
に
「
オ
・
…
′
こ
ノ
ン

ス
ノ
・
ヤ
ン
ス
」
類
を
も
加
え
て
考
え
れ
ば
、
奥
初
の
束
が
わ
に
こ
の
形

式
の
お
こ
な
わ
れ
る
こ
1
、
」
は
、
そ
う
亨
フ
に
さ
か
ん
で
あ
る
三
占
っ
て

よ
い
。

ヤ
ル

し
か
し
、
奥
勿
の
そ
の
現
象
の
中
に
、
ノ
「
お
・
＝
・
：
あ
る
」
の
「
あ
る
」

が
析
出
せ
ら
れ
た
「
ヤ
ル
」
軍
拓
の
用
法
．
八
丈
島
の
さ
き
の
「
・
…
：

一

ヤ
レ
」
の
よ
う
な
「
ヤ
ル
」
こ
ヾ
し
ぼ
は
、
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
0
0

そ
乱
さ
い
・
西
が
わ
の
「
秋
軋
方
言
」
に
、
「
早
ぐ
起
ぎ
ゃ
れ
」

な
号
、
こ
言
う
の
は
、
別
に
注
意
さ
れ
る
。

こ
の
こ
ヾ
丘
、
こ
か
の
よ
く
お
こ
な
わ
れ
た
九
州
南
部
な
き
に
比
べ

て
、
ま
た
注
目
す
べ
き
こ
ミ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
東
北
地
方
の
「
お

・
．
…
：
あ
る
」
形
式
を
存
せ
し
め
た
條
件
に
、
他
地
方
の
1
、
・
丘
ち
が
っ
た

も
の
の
あ
る
二
1
こ
が
想
橡
さ
れ
よ
う
。
地
域
新
館
の
地
理
的
特
質
の
ち

が
い
は
、
ま
す
一
般
的
佳
作
ヾ
－
し
て
考
慮
さ
れ
る
。
そ
の
肝
に
こ
の
も

の
が
用
い
ら
れ
る
時
‥
そ
の
地
域
糾
合
に
應
じ
て
、
用
語
・
刑
法
の
地

方
的
特
色
が
生
す
る
。
璃
連
形
式
の
派
生
や
異
形
式
の
分
岐
は
、
′
そ
の

瑚
方
的
特
色
の
用
語
感
情
の
も
と
に
お
＝
る
か
う
そ
＝
に
地
方
色
は

い
．
っ
そ
う
い
ち
じ
る
し
く
な
る
。
ま
た
、
′
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て

は
、
か
く
！
1
の
表
現
法
は
分
化
す
る
＝
1
、
－
が
な
か
っ
た
ミ
い
う
こ
1
、
J

も
あ
り
う
る
。
土
地
鼠
は
こ
う
し
て
大
き
ぐ
な
る
。
そ
れ
が
、
生
活
語

さ
し
て
の
自
然
の
尊
展
で
も
あ
る
。



．
．
．
．
．
．
H
．
1
い
l
H
L
l
・
＝
J
H
・
l
い
l
「
ト
ト
l
H
い
い
仕
い
ー
H
い
H
H
l
h
H
は
H
H
H
H
H
H
卜
＝
H
川
H
H
H
H
い
け
仕
H
H
H
廿
H
仕
り
H
仕
H
冊
H
u
r
H
l
H
ト
l
J
l
仕
l
・
ト
H
l
・
廿
日
廿
五
仕
付
は
H
H
ル
ー
L
仕
け
‥
り
l
P
・
h
l
1
1
・
ト
‥
日
日
H
仕
日
日
＝
五
上
汁
〓
五
几
H
ト
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
仕
は
H
H
L
日
用

、

そ
か
に
し
て
も
、
「
お
「
あ
る
」
形
式
そ
の
も
の
は
」
．
以
上
の
よ

ぅ
与
贋
嘉
西
に
払
い
だ
さ
れ
李
L
れ
が
・
中
央
譜
の
「
お
十

ヽ

あ
る
」
形
式
の
分
布
ミ
す
れ
ば
∵
よ
ぐ
全
図
に
わ
た
つ
．
て
分
布
し
た
も

イ

の
で
虜
を
？
ト
L
U
ノ
「
お
出
デ
ル
」
．
．
「
お
行
を
ル
」
の
類
の
・
今
日
、

イ

由
団
近
盆
東
海
道
そ
の
他
に
兄
い
だ
さ
れ
∵
「
．
お
輿
ア
タ
」
は
む
ら
ミ

焼
く
兄
い
だ
き
れ
る
よ
圭
で
あ
る
の
雪
　
「
お
：
…
・
あ
る
」
形
式
の
表

現
法
の
産
ん
だ
末
の
鴇
の
、
あ
重
い
は
そ
か
に
蹄
係
の
あ
る
も
の
ヾ
南

澤
す
る
こ
と
が
ゆ
る
さ
着
る
な
ら
ば
、
．
、
い
わ
ゆ
る
三
て
…
あ
る
」
形

式
の
分
布
は
、
五
っ
そ
う
明
ら
か
に
、
全
国
的
に
さ
ぐ
ら
れ
る
こ
亡
に

ヽ

　

ヽ

な
る
4
さ
ら
写
芸
た
、
「
ご
ざ
る
」
を
一
と
っ
て
、
こ
れ
が
「
ご
ざ
あ
る
↑

で
あ
っ
王
二
手
を
出
田
に
す
れ
ば
、
こ
ね
も
…
告
『
　
「
オ
ヂ
ヤ
ル
」
に
此

照
し
て
こ
こ
に
ヾ
し
4
あ
け
受
…
が
で
き
る
。
「
お
出
あ
る
」
も
「
オ

ヂ
ヤ
ル
」
ミ
な
っ
て
、
一
語
の
動
詞
風
町
も
の
1
、
這
っ
た
。
「
ご
ざ
あ

る
」
が
「
蔓
る
」
ヾ
這
つ
た
の
受
れ
に
等
し
い
。
そ
の
r
ゴ
．
霊
」

こ
ミ
は
は
、
今
日
も
ト
東
北
ミ
九
州
1
七
を
筆
頭
に
、
l
方
々
に
・
「
ゴ
ザ

ッ
ダ
」
　
（
い
ら
し
た
）
　
「
ゴ
ザ
レ
」
　
（
お
い
で
）
　
「
ゴ
ン
ジ
ヤ
イ
」
（
い

ら
つ
〕
や
い
）
な
き
し
、
な
お
、
．
老
人
厨
本
位
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
乗
る
」
や
計
Y
」
一
や
「
看
る
」
「
居
る
」
に
関
係
し
た
特
慧
聖
の
・

特
別
遥
拝
頂
貫
き
あ
る
。
′
「
ゴ
ザ
ル
」
誓
お
・
つ
・
あ
る
」

形
式
を
考
え
腺
L
甘
い
㌻
し
て
も
、
か
カ
に
「
ど
…
…
透
る
」
1
、
一
も
う

け
ヾ
）
ら
れ
る
点
の
あ
る
の
な
と
り
あ
け
る
さ
す
れ
ば
、
こ
か
を
こ
こ
に

合
わ
せ
見
ら
れ
な
い
こ
、
、
し
は
な
い
。

「
こ
の
よ
う
に
ヾ
石
あ
つ
め
て
観
察
す
わ
は
、
・
「
お
…
…
あ
る
」
形
式

．
項
の
待
遇
表
現
法
は
、
全
国
に
、
そ
う
ヾ
J
う
に
よ
く
お
こ
な
わ
れ
た
も

の
ヾ
邑
る
こ
ヾ
京
で
き
る
．
。
こ
れ
を
単
純
に
中
央
語
の
「
お
・
ノ
…
・
あ
る
」

．
．
形
式
そ
の
も
の
の
流
布
同
国
了
見
㌃
こ
ミ
に
拝
が
あ
る
さ
す
れ
ば
、
こ

う
い
．
う
表
現
法
が
、
．
な
ん
ら
か
の
影
響
を
、
、
よ
く
も
こ
う
四
闇
に
及
ぼ

し
た
し
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
．
、
こ
の
よ
う
な
形
式
の
衷
現
法
を

ミ
る
こ
ミ
が
、
よ
く
も
全
国
に
∵
相
好
じ
て
お
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

甲
乙
丙
以
下
の
諸
地
域
か
あ
る
時
、
字
）
か
は
、
他
に
封
し
て
、
．
言
語

ノ
　
影
響
上
、
優
付
に
立
ち
得
た
で
あ
ろ
う
。
二
地
域
が
あ
れ
ば
、
す
で
に

で
の
こ
ミ
が
あ
り
う
る
ご
て
う
い
う
点
で
は
、
言
語
影
響
ヾ
占
う
も
の

を
一
役
的
に
考
え
ざ
る
を
得
ず
、
し
た
が
っ
て
今
の
場
合
で
も
、
「
お

…
…
あ
る
」
表
現
法
の
な
ん
ら
か
の
影
響
の
波
及
、
あ
る
い
は
そ
の
表

現
法
を
貰
現
し
う
る
可
能
性
・
傾
向
の
波
及
は
、
考
え
ら
れ
る
こ
ご
て

あ
ろ
ぅ
。
′
現
状
か
ら
理
解
す
る
の
に
・
お
そ
ら
〔
ゴ
マ
…
あ
右
」

は
、
中
央
語
切
標
準
語
的
な
つ
よ
小
勢
力
で
あ
ゎ
得
て
∵
そ
の
影
響

を
、
よ
く
地
方
に
周
布
せ
し
め
得
た
の
で
は
な
い
．
か
。
近
江
地
方
に
も

．
●

「
㌣
ル
」
二
ヾ
】
ば
を
存
し
て
い
る
。
近
畿
内
に
も
こ
の
よ
う
だ
輩
出
の

あ
る
の
を
見
る
ヾ
－
、
そ
弟
ヾ
－
、
南
九
州
や
八
丈
島
の
「
ヤ
ル
」
こ
、
、
－
ば

ヽ
ヽ
．

1
、
】
を
合
わ
せ
考
え
て
∴
「
お
…
：
あ
る
」
形
式
の
流
布
の
つ
よ
か
っ
た

ら
し
い
お
も
む
き
が
想
察
さ
れ
る
。
東
北
地
方
も
、
そ
の
兼
が
わ
地
痕

に
多
く
こ
れ
が
昆
い
だ
さ
れ
た
ひ
こ
れ
も
、
中
央
語
周
布
の
た
て
喜
八

か
ら
す
る
ヾ
＼
奥
粛
啓
が
わ
≠
東
が
わ
に
比
べ
て
い
っ
そ
う
．
中
央
か
ら

鳳
改
新
波
の
影
響
卑
フ
け
や
す
か
っ
た
地
域
ヾ
崩
さ
れ
る
ふ
L
が
多
い

か
ら
、
・
そ
の
結
果
で
は
∵
特
に
東
が
わ
が
、
こ
の
よ
う
な
分
布
を
示
す

－　8・－



は
す
だ
っ
わ
し
ヾ
）
も
考
え
ら
れ
る
。

四

同
語
主
体
の
周
圏
周
布
ミ
い
う
一
般
的
法
則
に
よ
っ
て
、
こ
の
囲
士

に
こ
の
国
語
か
ご
ろ
が
っ
て
い
っ
∴
。
一
そ
い
典
型
的
な
掩
散
に
よ
っ

て
、
回
の
東
北
地
方
ヾ
一
西
南
地
方
三
が
同
じ
県
悪
一
㌘
空
～
三
℃
に
な
っ

た
り
今
日
、
一
．
お
・
…
：
あ
一
ヱ
形
式
り
分
争
せ
見
る
1
、
一
、
土
芸
た
東
北

ミ
西
南
ヾ
－
G
一
致
が
ミ
り
あ
け
ら
れ
る
。
言
語
の
分
布
摂
動
、
周
布
の

あ
ー
1
、
五
こ
呈
云
ヾ
て
　
こ
の
南
端
G
一
致
か
、
八
日
理
の
ポ
懇
1
、
－
し
て
理
解

さ
わ
渇
。
方
言
分
派
・
地
方
語
集
団
・
方
言
境
域
は
、
こ
う
し
て
、
周

田
、
論
的
な
兄
か
∴
の
上
に
営
然
に
み
．
こ
め
ら
れ
る
。
東
北
ヾ
－
西
南
ヾ
】

は
、
同
語
の
注
目
す
べ
き
方
言
境
域
で
あ
い
、
そ
わ
は
、
「
お
：
…
・
あ

る
」
形
式
に
即
し
て
見
れ
ば
、
前
蓮
G
よ
う
に
動
的
に
把
捉
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
伸
の
事
象
に
つ
い
て
見
よ
ぅ
。

さ
き
に
、
「
わ
る
・
ら
か
る
」
敬
語
法
の
「
挙
フ
リ
こ
　
「
宿
か
イ

ゾ
」
が
、
東
北
の
表
が
わ
に
分
布
し
て
い
ろ
こ
三
を
述
べ
た
。
そ
れ
1
こ

同
じ
も
の
が
、
西
南
、
丸
州
南
部
地
匿
に
あ
ゎ
、
つ
ゞ
い
て
は
、
天

草
・
西
彼
杵
牛
島
方
面
に
j
ト
、
兄
い
だ
さ
れ
る
。
・
h
ゞ
し
西
南
地
方
の

は
、
「
行
か
イ
王
　
「
琴
フ
イ
声
一
「
琴
フ
ッ
た
」
な
さ
の
形
で
お
こ

な
わ
れ
訂
こ
三
の
多
い
も
の
て
．
命
令
形
の
別
法
は
見
ら
守
賃
。
待
、

過
表
現
法
1
、
－
し
て
の
用
語
気
分
は
、
東
北
西
南
相
似
て
い
る
。
い
ず
れ

も
五
な
り
く
だ
け
た
敬
意
の
表
現
ヾ
去
り
、
よ
く
知
っ
．
た
間
が
ら
で
の

敬
語
法
王
仏
る
。
な
ぜ
一
方
は
命
令
形
が
某
に
な
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、

他
方
は
そ
れ
以
外
の
形
か
壬
に
な
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
か
。
同
じ
も

の
を
ほ
ゞ
同
じ
程
度
の
待
遇
悶
法
に
1
、
二
ご
め
た
点
は
、
ま
さ
に
周
圏
的

一
致
で
あ
る
。
そ
の
上
で
の
こ
の
よ
う
な
分
化
は
、
や
は
ゎ
地
方
性
を

反
映
す
る
も
の
ヾ
、
r
・
I
で
即
か
ろ
。
巌
額
に
言
え
ば
、
東
北
は
東
北
で
あ
っ

て
西
南
て
は
た
い
。
西
南
に
つ
い
て
も
浩
だ
同
じ
こ
ミ
が
言
え
る
。

1
1
－
一
般
に
、
活
用
語
の
H
j
法
を
遺
存
せ
し
め
る
ミ
す
れ
ば
、
ヾ
か
く

命
令
形
を
一
つ
残
存
せ
し
め
、
ま
た
そ
ね
に
片
よ
っ
た
さ
、
ゞ
ま
ハ
リ
か
｛
h

を
さ
せ
る
二
ヾ
－
が
少
く
だ
い
っ
　
か
1
、
品
小
う
と
、
命
令
形
み
一
枚
い
て
、
他

を
存
せ
し
め
ろ
こ
ヾ
）
も
あ
る
。
い
す
ね
も
．
も
の
の
衰
退
過
程
の
功

一
象
で
あ
る
。

ら
れ
る
・
ら
れ
る
」
敬
語
法
に
は
、
東
北
ミ
西
南
1
、
．
・
の
遠
隔
一
致
の
内

が
わ
に
、
近
畿
を
中
に
は
さ
ん
で
、
岡
山
振
地
方
の
「
行
か
レ
ー
」
「
塞

ラ
レ
ー
」
　
な
、
ご
ミ
、
富
山
悍
地
方
の
「
．
得
か
レ
ー
」
　
「
束
ラ
レ
・
l
J

「
せ
ラ
レ
ー
」
お
こ
し
ミ
の
、
「
レ
ー
・
ラ
レ
t
L
命
令
表
現
法
の
一
致
か

あ
る
。
そ
う
し
て
、
近
誼
は
　
涼
都
市
下
の
中
川
婿
や
、
紀
州
の
北
部

地
域
、
近
江
お
ね
こ
」
に
、
「
レ
ル
．
・
ラ
レ
ル
」
の
い
ろ
！
1
の
用
法
（
命

令
形
の
用
法
も
）
を
見
せ
て
い
る
。

ヽ
1

近
江
に
つ
い
て
は
、
井
之
口
右
↓
　
氏
の
御
研
究
が
あ
る
模
様
で
あ

り
、
ま
王
、
岩
木
一
男
氏
に
「
滋
賀
顆
力
言
の
語
法
に
就
い
・
て
」
が

あ
る
。
筆
者
の
踏
査
は
地
点
が
ご
く
限
ら
か
て
い
る
。

京
都
市
下
ミ
紀
州
ヾ
土
の
こ
、
、
た
つ
い
て
は
、
か
つ
て
、
「
近
註
方
言
」

（
1
0
）
＜
一
九
五
〇
・
－
四
月
守
に
、
「
京
都
市
下
『
小
川
郷
』
の
敬
語
」

ヾ
し
い
ぅ
拙
論
を
寄
せ
た
。

・．＿．　f〕　＿．・．．



近
層
を
中
心
と
し
て
東
西
に
見
い
結
さ
れ
る
以
友
よ
、
㌢
な
分
布
悪
心

吋
、
や
腋
り
こ
の
こ
ミ
ば
づ
一
か
い
の
周
圏
的
蝿
散
悪
心
わ
せ
る
に
十
分

甘
栗
う
。
古
米
の
中
央
語
「
れ
る
・
．
ら
れ
る
」
（
る
・
．
ら
る
）
（
な

′．．

る
．
ら
・
る
る
）
は
、
諸
地
方
に
よ
く
お
こ
な
わ
れ
だ
の
に
ち
が
い
な
．

、

ヽ

ヽ

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

い
。
′
「
せ
ら
ろ
る
・
さ
せ
ら
る
る
」
の
輯
靴
工
た
　
「
シ
ャ
．
ル
●
サ
ッ
シ

し

ヤ
ル
」
が
ま
た
よ
く
国
の
東
尊
、
義
日
本
が
わ
1
、
品
・
今
二
見
ら
れ
、

表
日
本
が
わ
に
も
そ
の
竣
形
あ
る
い
は
退
化
用
法
が
点
々
ミ
見
ら
れ
．

ヽ
　
ヽ
l
′
．
ヽ

る
、
主
の
令
〓
状
鐘
か
ら
す
わ
は
ご
…
に
「
「
せ
ら
る
る
」
な
，
ご
の

要
撃
し
て
の
．
「
ケ
る
る
」
の
旗
汎
な
分
布
が
あ
っ
至
芸
知
▼
ら
れ

る
。
そ
う
l
い
う
、
「
ら
る
る
」
港
内
施
し
雪
シ
ャ
か
∴
サ
ツ
シ
ャ
ル
」

こ
ミ
ば
の
分
布
ヾ
し
、
閉
篭
の
「
ね
る
・
r
ら
れ
る
」
こ
ミ
ば
の
分
舟
残
存

ミ
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
「
れ
る
・
ら
れ
る
」
こ
ミ
ば
今
日
の
存
在
の

ぁ
り
さ
ま
は
け
っ
し
て
偶
然
で
な
い
こ
1
、
ふ
わ
か
る
の
み
な
ら
ず
・

ノ
l

「
れ
る
・
l
ら
れ
る
」
が
・
ト
ラ
＼
国
土
に
廣
く
自
然
的
に
流
布
し
た

ら
し
い
．
寺
が
知
ら
れ
る
。
今
の
馨
翼
か
ぶ
遺
骨
に
・
東
喝

一

封
應
の
相
票
l
L
寺
の
で
あ
受
そ
の
両
極
に
・
九
州
西
南
部
応
域

ヾ
義
奥
初
の
一
定
領
域
さ
が
み
さ
め
ら
れ
る
。

五西
南
、
九
州
ミ
、
東
北
、
奥
野
高
二
敦
が
昆
い
だ
l

さ
わ
る
場
合

は
、
さ
き
の
「
シ
セ
ル
・
サ
ッ
シ
す
ル
」
こ
ご
ば
の
場
合
の
よ
し
）
に
・

婁
日
本
が
、
わ
も
・
元
州
・
芸
に
は
く
連
な
っ
て
・
′
同
似
現
象
を
点
す

。
と
が
少
く
な
い
．
。
中
吉
甲
屈
伸
が
東
北
地
方
に
い
ち
じ
る
し
一
l

1
1
ヽ
1
1
ト
ー
り
ー
H
r
I
t
つ
ー
I

l
H
「
h
m
H
H
r
H
t
r
t

く
て
、
二
万
1
九
州
南
部
地
方
に
を
薩
摩
牛
島
か
ら
南
島
に
か
骨
て

土
れ
が
見
ら
れ
る
か
ヾ
点
う
と
、
山
陰
・
北
陸
に
＿
J
わ
が
分
布
し
て

ス

い
る
。
夷
軍
の
「
ふ
ぐ
え
バ
教
ク
。
」
の
よ
う
薫
も
．
ミ
由
雷
撃

ぁ
っ
た
、
一
々
想
察
せ
し
め
る
翌
日
の
分
布
も
春
着
す
れ
ば
・
右
の
来

由
一
連
の
分
布
は
、
元
北
か
ら
九
州
へ
－
か
な
り
は
っ
き
り
1
、
「
た
も

の
を
み
ヾ
あ
得
る
。
つ
ぎ
に
、
ラ
行
子
音
の
す
べ
り
お
ち
ぎ
み
・
な
い

し
脱
落
の
現
象
な
、
㌻
九
州
に
・
例
の
「
ヨ
カ
」
こ
1
、
丘
一
品
む
ほ
・
，
ご

い
ち
じ
㌣
〔
山
陰
に
溝
い
ち
じ
る
L
く
・
北
樽
に
も
こ
わ
か
あ

、

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

・
つ
て
、
東
北
東
国
が
吾
・
「
あ
み
ペ
ー
」
を
「
ア
ン
ペ
ー
」
の
よ
う

ヽ

に
亭
フ
。
・
「
く
わ
ナ
サ
子
の
．
「
ぺ
れ
ナ
イ
」
も
風
勿
で
「
く
ナ
イ
こ

∵
ノ

塁
寮
鮮
照
指
欝
紺
拍
簿
罠

ゎ
せ
T
学
青
ば
、
東
北
に
「
在
郷
」
を
「
ジ
．
7
－
ゴ
ー
」
三
戸
い
・

芳
川
で
．
「
行
き
ン
サ
ツ
に
」
を
「
…
…
シ
ャ
ツ
と
ヾ
）
お
も
に
筑
前
方

l
′

で
首
っ
・
て
い
る
秒
も
、
や
は
り
合
理
的
な
．
・
東
西
呼
畔
の
分
雪
見
ら

商
れ
ろ
。
町
子
音
の
分
布
は
．
∵
東
北
内
に
・
眉
目
木
が
わ
に
′
、
九
州

・
南
方
南
島
方
面
に
兄
い
だ
さ
れ
る
。

○
ヤ
ス
マ
ン
列
l
ハ
ヨ
．
イ
判
　
ヤ
。
　
　
／

鎌
r
芸
事
で
早
く
行
こ
主
よ
。
．

の
「
行
ゴ
こ
の
「
ゴ
」
ヾ
ふ
・
・
「
ド
列
＝
・
イ
刺
の
っ
ダ
　
井
　
オ
。
」

∵
（
冒
こ
行
か
れ
た
か
ね
。
）
あ
「
グ
ー
」
「
ガ
イ
」
「
ダ
ガ
」
ヾ
】
か

の
濁
専
現
象
は
、
こ
れ
ら
の
例
を
持
つ
西
南
・
蔚
跨
方
面
ミ
桝
の
東

・
北
地
方
芸
相
膵
じ
て
そ
の
特
色
票
し
て
お
汁
1
　
日
木
拓
が
わ
で

、
、
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は
、
北
樺
が
、
東
北
の
亜
流
、
、
こ
し
て
、
「
ハ
タ
チ
」
　
（
廿
才
）
を
「
バ

グ
チ
」
と
言
っ
た
り
し
て
い
る
。
憑
黒
地
丙
の
「
箪
」
あ
ら
せ
苗
に
あ

ら
ず
」
（
東
侠
摸
先
生
「
軍
門
詰
及
器
澤
村
荘
円
方
譜
敦
・
消
荻
」
序
）

の
中
濁
∴
㌧
っ
微
弱
だ
濁
音
は
、
カ
石
藷
夕
行
着
に
微
妙
了
あ
る
か
・

い
わ
ゆ
る
嘩
音
化
の
い
一
‥
．
じ
ろ
し
い
地
方
に
は
、
こ
の
よ
う
．
だ
随
伴
現

象
も
お
こ
O
H
る
三
㌢
へ
ら
れ
よ
う
。
信
用
北
部
や
北
高
言
も
市
－
渇
が

あ
る
ヾ
〉
い
う
。
道
管
寧
畠
の
は
、
中
導
、
一
い
う
し
チ
り
も
本
濁
か
ま
す
耳

に
つ
く
。
そ
口
上
に
、
徴
輿
心
中
準
を
パ
冨
う
る
？
霊
こ
の
中
流
の

程
度
は
じ
つ
に
微
妙
で
二
聞
き
手
が
ち
示
え
げ
判
定
が
ち
が
う
こ
1
、
－
も

ぁ
り
㌫
よ
う
。
薩
南
に
中
苗
が
あ
一
ノ
？
、
与
れ
ば
、
お
芸
ノ
＼
西
南
ミ
東

北
二
㌢
】
G
、
濁
音
現
象
の
共
通
近
似
が
注
意
さ
、
れ
る
ニ
ー
、
た
．
．
リ
る
C

陸
奥
の
北
山
‥
室
雄
氏
が
、
「
津
軽
万
言
轟
ハ
ガ
キ
」
値
空
緋
に
つ
い

一

て
な
さ
れ
∴
「
津
軽
方
言
の
燕
黒
昌
益
二
に
よ
れ
桜

ハ
‥
白
の
四
段
活
用
動
詞
は
ラ
H
の
四
段
活
用
に
な
っ
て
ゐ
る
。

買
′
ナ
…
・
l
カ
ル

笑
ふ
・
・
l
I
I
ワ
ニ
フ
ル

ヽ

ヾ
あ
る
。
‡
小
ノ
1
、
産
犀
大
隅
の
内
に
ヱ
㌧
　
「
ニ
ン
ク
ヮ
リ
」
　
「
エ

ン
ク
ヮ
ル
」
　
（
妾
令
「
が
あ
る
c
こ
れ
ら
は
扁
苑
の
一
致
か
も
し
れ
な

い
。
な
お
求
め
れ
ば
、
例
の
「
長
崎
バ
ッ
チ
ン
」
こ
喜
ば
が
東
北
に
も

ぁ
る
。
（
橘
正
一
氏
「
方
言
箪
懸
雪
　
煙
誌
「
言
語
生
活
」
．
二
月
号

の
「
方
言
を
め
ぐ
っ
て
」
参
照
）
接
砧
助
詞
の
「
、
ご
も
」
も
間
置
に
な

る
。
東
北
に
「
ダ
ド
モ
」
　
（
ラ
ル
ム
）
が
多
く
、
九
州
の
南
部
ヾ
遠
達

ヽ

　

＿

に
「
ド
ン
カ
ラ
」
　
「
ド
ン
カ
イ
」
　
「
ド
ン
カ
1
」
な
辛
が
あ
る
．
。
「
ド

モ
」
は
出
雲
地
方
に
も
い
ち
じ
る
し
い
。
九
州
の
「
ゴ
タ
ル
」
ミ
東
北

の
「
ゴ
ツ
タ
」
「
ゴ
ン
グ
．
ハ
」
な
，
ご
1
、
｝
も
考
え
合
わ
さ
れ
る
。
肥
前
や

天
草
方
面
の
命
令
郡
．
「
来
て
ノ
＼
れ
ロ
。
」
な
ど
の
「
ロ
」
は
．
東
田
の

「
ア
一
に
等
し
ノ
＼
「
や
ら
ん
サ
ー
ゥ
」
を
ご
の
「
サ
」
が
ま
た
東
閲
の

ヾ
一
打
出
て
い
る
。

二
の
「
サ
」
な
き
、
そ
の
お
こ
な
わ
れ
る
賃
情
を
親
祭
す
る
の
に
、

自
然
籍
生
的
に
、
瑚
学
す
し
て
こ
こ
に
も
お
こ
り
得
手
も
の
ら
し
い
。

．「
ロ
」
助
霜
に
し
て
も
、
必
す
し
、
㍉
東
国
停
琴
、
丘
限
る
ま
い
。
助
郡

的
‡
表
現
は
、
偶
人
的
ム
旬
、
自
然
本
能
的
だ
、
事
物
に
即
好
し
圭
表
出

で
も
あ
り
H
よ
ぅ
ー
つ
′
．
。
、
摘
誼
に
繁
き
る
人
々
の
、
生
箔
の
．
似
た
よ
う

な
場
で
は
、
所
空
し
が
え
て
・
う
・
待
合
了
品
奉
空
㌻
し
得
た
こ
ミ

で
あ
ろ
う
。
二
G
こ
と
は
、
出
離
的
表
現
に
か
ざ
ら
す
、
煩
く
、
こ
ヾ
）

は
づ
か
い
全
般
の
う
え
に
、
想
察
し
H
る
の
で
は
た
い
か
。
こ
う
し

て
、
東
北
ヾ
」
西
南
三
に
は
．
必
然
の
つ
な
が
り
は
な
く
し
て
、
結
果
の

上
て
、
一
致
を
見
目
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
だ
ん
／
＼
に
あ
る
と

思
う
。
岩
淵
愴
大
柄
氏
は
、
「
言
語
生
活
」
（
二
十
七
年
二
月
号
）
の

「
方
言
を
め
ぐ
っ
て
」
（
座
談
育
）
の
中
で
、

私
の
考
え
て
い
る
の
は
、
賢
だ
る
橘
然
の
二
軍
、
．
一
い
ぅ
よ
h
ソ
、
あ
る

彼
杵
が
整
っ
∴
時
に
は
同
じ
よ
う
だ
現
豪
が
起
る
の
で
は
な
い
か
1
、
」

い
う
二
三
∵
す
。
だ
か
ら
、
現
在
各
地
に
た
よ
た
よ
見
え
て
い
る
同

じ
現
象
が
、
ほ
ん
の
気
・
ま
ぐ
れ
l
左
偶
然
の
結
琴
、
、
茄
、
歴
史
的
に
見

て
の
残
存
形
す
か
い
う
こ
三
差
し
に
、
お
た
が
い
に
無
用
係
で
あ

ゎ
な
が
ら
、
爬
作
か
一
致
し
て
い
た
の
で
、
同
じ
．
よ
う
な
現
豪
か
離

－
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1

一

l

】

．

一

一

り
れ
主
砲
に
．
起
る
・
さ
い
三
－
、
ヾ
を
溜
す
。

′
、

告
嘩
べ
て
い
ら
れ
る
。
七
の
こ
ミ
を
考
え
な
い
で
は
二
皇
軍
分
布
由
二

見
し
て
不
可
．
思
講
な
詩
歌
悪
旛
解
明
で
き
な
い
。
完
ミ
え
ば
、
．
伊
珠
に

・
「
ナ
モ
シ
」
が
あ
っ
て
尾
張
に
「
ナ
モ
」
が
あ
る
。
右
の
不
可
思
議
な

・
孤
立
散
在
は
、
な
お
探
索
′
し
て
信
用
に
「
ナ
ム
」
を
見
、
．
阿
波
に
「
ナ

オ
」
を
見
∵
烹
肢
に
い
T
ナ
モ
」
．
を
見
、
さ
実
に
各
地
に
「
ナ
ン
シ
」
．
「
ナ

t
、
シ
」
　
「
ナ
シ
」
を
見
て
、
闊
係
分
布
を
畢
く
苧
し
か
め
る
ミ
岩

に
、
そ
の
統
一
観
察
の
上
で
、
「
鉛
も
L
L
系
の
言
い
か
た
の
儀
成
す

．
／
七
自
然
的
條
件
十
「
各
地
」
を
超
え
た
、
こ
の
も
の
の
生
れ
る
国
語

的
な
可
紛
性
を
考
え
る
の
で
な
く
し
て
は
J
よ
く
解
明
す
を
】
ヾ
遠
で
．

・
き
な
い
∵
】
の
よ
う
な
、
国
語
的
な
可
能
性
に
よ
っ
て
、
虎
く
そ
ち
こ
．

ち
に
1
、
同
一
事
象
が
出
現
し
綴
る
の
が
二
言
語
分
布
の
も
っ
ヾ
）
も
自
然
．

1
．
的
基
礎
的
な
理
か
ご
思
う
。
二
五
は
、
言
語
分
布
の
地
理
的
歴
史
的
事

∴
情
に
封
し
て
二
旦
語
的
灰
国
号
y
ん
で
区
別
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
言

語
畢
そ
の
も
の
の
立
場
で
、
五
和
の
理
由
を
た
す
ね
る
ヾ
与
れ
ば
・
牢

．
す
こ
の
言
語
的
原
凶
が
あ
け
ら
れ
る
べ
き
だ
ミ
思
う
。
地
甥
的
原
閃
，

、
∵
歴
史
的
原
因
の
上
に
丁
ら
に
言
語
的
原
因
が
考
慮
さ
れ
て
・
分
布
の
l

l
ふ
し
ぎ
は
解
明
さ
れ
る
。
東
北
ヾ
．
西
南
と
の
、
わ
ず
か
の
分
布
を
以
て
一
1
．

・
相
脛
す
る
ふ
し
ぎ
な
二
敦
に
は
J
言
語
的
尉
因
に
よ
る
ミ
′
こ
ろ
の
多
い
、
・

も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。

言
語
的
原
因
に
よ
・
つ
て
」
き
わ
め
て
箪
純
に
、
遠
隔
地
相
互
が
・
近

し
い
一
致
を
示
す
こ
．
亨
瑞
あ
万
由
れ
ば
、
．
明
瞭
な
中
央
語
分
布
に
よ
っ

．
て
・
必
．
然
的
に
・
東
西
か
あ
ざ
や
か
ど
敦
を
示
す
こ
、
、
羞
あ
。
・
′
そ

「
．

れ
が
ま
に
、
東
は
輿
西
は
四
の
土
地
が
ら
、
即
ち
地
理
的
歴
史
的
事

情
に
よ
っ
て
、
，
ご
れ
は
き
か
の
ひ
ず
み
．
・
相
違
を
お
こ
t
で
い
る
こ
ヾ
〕

恵
与
そ
切
よ
う
な
事
態
の
重
な
り
合
っ
た
ヾ
こ
ろ
に
・
東
北
地
域

は
東
北
地
域
な
句
に
、
西
南
地
域
は
西
南
地
域
な
り
に
、
一
定
の
方
言

境
域
を
現
わ
し
て
い
る
4
平
板
化
し
て
見
れ
ば
方
言
厄
劃
で
あ
る
が
・

動
的
に
眺
め
れ
ば
、
周
圏
周
布
的
肝
要
こ
て
の
、
尽
泥
的
な
・
時
代
、

解
を
反
映
し
甘
方
言
境
域
で
あ
．
る
。
′
そ
れ
が
今
、
．
総
体
ミ
し
て
∴
相
互

に
比
較
を
れ
る
べ
き
も
の
ヾ
石
つ
で
仕
る
の
が
，
注
目
を
ひ
く
の
で

あ
る
。

六

日
本
語
の
方
古
状
悪
に
つ
い
て
、
古
来
の
い
わ
ゆ
る
東
国
方
言
を
闇

短
に
す
る
時
∴
喜
．
は
畢
純
に
は
解
繹
さ
れ
な
く
な
る
4
東
歌
に
ょ
つ

耳
も
知
ら
か
る
あ
ず
き
こ
さ
ば
の
債
鬼
は
・
そ
の
昔
き
の
よ
う
な
方
言

分
流
で
あ
っ
夫
だ
ろ
ぅ
矛
。
肝
詮
、
国
語
の
二
万
言
で
は
あ
っ
た
だ
l
ろ

ぅ
。
が
、
l
そ
ね
は
、
中
央
語
が
近
畿
に
中
央
語
ヾ
こ
て
の
勢
力
を
確
立

●

し
て
か
ら
の
方
言
で
あ
っ
た
だ
ろ
ぅ
か
。
去
れ
ヾ
圭
、
中
央
語
が
誓
誠

、

に
成
立
す
る
過
程
中
に
す
で
に
地
化
を
得
て
小
た
よ
う
な
一
大
方
言
で

ぁ
っ
た
だ
ろ
う
か
㍗
今
日
の
、
い
わ
ゆ
る
音
便
の
方
式
ヾ
」
か
否
定
表
現

法
ヾ
－
か
が
∵
敵
の
葦
晶
牛
主
で
こ
胡
よ
ぅ
に
ち
が
う
事
箕
ひ
ヾ
ら

キ
見
て
も
、
東
西
に
は
．
何
か
地
盤
調
特
質
の
差
異
の
あ
れ
邦
っ
た
こ

ヾ
示
考
え
ら
れ
る
。
．
示
央
語
周
布
の
場
合
に
．
も
、
遊
資
か
ら
西
へ
は
流

通
が
容
易
で
あ
っ
た
が
∵
団
の
東
牛
へ
は
、
元
睦
道
・
ぞ
い
の
周
布
の
比

、
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校
的
容
易
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
て
、
蒸
拇
道
が
わ
へ
は
、
容
易
で
な
か

っ
た
ふ
L
が
う
け
と
ら
か
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
北
ヾ
函
南
と
に
一
致
の
現
象
が
…
ら
え

ら
れ
る
⊥
簑
∴
」
周
圏
の
あ
ざ
や
．
㌘
仏
も
の
が
且
ら
れ
る
の
は
、
・
よ
っ
た

ノ
、
、
中
ふ
完
豊
明
事
後
の
　
安
定
し
た
k
い
望
炭
の
自
然
の
勢
に
よ
る

も
の
て
あ
ろ
う
。
か
え
り
み
る
ヾ
－
、
閥
語
は
、
そ
の
成
立
事
情
に
む
つ

な
が
っ
て
く
る
か
と
思
わ
れ
る
東
西
方
言
の
深
い
封
立
－
そ
の
相
違
の

「
燕
　
の
　
子
　
安
　
貝
」
　
考

4
一

け
頂
物
語
で
は
、
廿
耶
の
翁
が
竹
の
中
か
ら
姉
を
見
目
し
与
）
ヾ
這

な
っ
て
い
る
か
、
一
般
に
竹
取
値
説
三
三
わ
れ
る
も
の
1
中
に
は
、
姐

が
月
の
中
か
ら
生
ま
れ
も
こ
．
J
－
に
な
っ
て
い
る
も
の
ヾ
＼
竹
林
中
の
篤

の
鞘
か
ら
化
生
す
る
こ
ヾ
た
な
っ
て
い
る
も
の
三
か
あ
る
こ
と
は
、
．
周

知
の
通
わ
で
あ
る
。
我
が
闊
G
文
麒
上
に
樽
え
ら
れ
る
も
の
で
、
鴬
の

′

鞘
か
ら
の
化
生
を
俸
え
る
J
t
J
の
の
中
、
最
も
時
代
の
古
い
も
の
は
海
道

記
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
文
革
的
修
飾
が
多
く
、
竹
取
物
語
か
ら
の
影
響

も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
説
講
と
し
て
は
必
ず
し
も
箪
摘
で
は
な
い
。
そ

上
に
そ
れ
を
彼
う
て
、
中
央
語
周
田
の
波
を
及
ぼ
し
た
よ
う
で
あ
る
。

日
本
語
方
言
祇
悪
を
判
っ
て
見
れ
ば
、
梗
概
に
は
、
東
胡
方
言
を
成

長
せ
し
め
た
東
国
的
な
も
の
ヾ
－
蹄
西
的
な
も
の
ヾ
－
の
封
立
が
う
か
が
わ

れ
、
つ
ぎ
に
、
そ
の
．
王
の
軍
、
r
L
で
、
周
困
周
布
の
屈
指
が
く
み
と
ら

れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
七
・
三
・
一
〇
）

（
廣
鳥
文
理
科
大
畢
助
教
授
）

度

ぅ
い
ぅ
技
巧
を
経
な
い
比
較
的
相
野
純
な
も
の
ヾ
－
い
う
点
か
ら
い
え
ば

晃
カ

「
正
室
二
年
三
月
二
十
三
日
融
蒐
在
刊
」
の
奥
輩
を
右
す
る
古
今
里
注

の
そ
れ
が
怒
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
い
す
わ
も
、
文

軍
し
、
し
て
は
飯
倉
初
期
を
さ
か
の
ぼ
り
え
な
い
も
の
．
で
あ
る
。
そ
の
烏

か
竹
取
物
語
の
素
材
研
究
の
場
合
、
竹
生
謂
ヾ
）
の
烏
孫
に
つ
い
て
は
悌

典
や
漢
籍
な
ど
の
影
響
か
論
議
さ
れ
て
い
る
け
れ
，
ご
も
、
卵
生
沼
三
の

圃
係
に
つ
い
て
は
間
取
に
さ
れ
る
二
ご
が
少
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
に

於
で
は
こ
の
点
に
つ
き
朝
か
鞄
見
な
の
べ
て
見
よ
う
1
、
品
心
う
。

竹
取
物
語
に
於
て
五
人
の
公
達
の
一
人
中
納
言
石
上
ま
存
た
り
は
、

「
燕
の
も
た
る
子
安
貝
一
つ
取
り
て
賜
へ
。
」
さ
い
う
雉
題
を
課
せ
ち

ワ

tosho-seibi-repo
長方形




